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ホウセンカの休眠種子発芽に及ぼす土壌の影響

奥村実義水 筒井 澄料

Influence of soil on germination of dormant Balsam seeds 

By 

Miyoshi OKUMURA and Kiyoshi TSUTSUI 

1.まえがき

ホウセンカ lmpatiensBalsamina L.の種子は収穫後

1-数カ月間休眠する')，5)，9)が，この期間中でも地上に落

ちたものはよく発芽する。

安田山はこの休眠種子を剥皮するとi慮紙上でもよく発

芽することを確め，休眠の原因が種皮にあることを指摘

するとともに，自然界ではこの剥皮と同様の効果が土中

の化学物質によってもたらされるものと解し，腐葉土に

まくと同じような効果がえられることを実証した。

土壌が種子発芽に有利な影響をもたらす例1)，2)，6)，9)は

古くから知られており，その理由としては理化学的にも

また微生物学的見地からもいろいろな生理的可能性が考

えられるが，Vaccariajウ'yramidataMED.の種子ではこ

れらに含まれる発芽抑制物質が土壌の吸着能によって取

除かれるためによく発芽する1)。

しかしながら，他方ではある種の化学物質が休眠種子

の発芽を著しく促進するi7U3)，，)，8) ，10)， 11)も数多く， こと

にこれらの促進物質のなかには土壌中にも存在を予想さ

れるものが少なくないので，こうした促進物質による影

響も見逃すことはできない。

このような観点から，ホウセンカの休眠種子が土壌に

よって発芽促進される理由を解明しようと企てた。

この報告を草するに当り，御懇篤な指導と校関を賜わ

った明道博教授に謝意、を表する。

1I.材料と方法

供試種子(品種Camellias. White)はlO月上旬に採種

し，直ちに通風乾燥した完熟種子で，収種後2週間以内

に用いた。

発芽試験は9cmのペトリ皿を用いて，25
0
Cの暗処で

7日間行なった。

* 北大農学部園芸学第二教室
料現在富山県農試磁波園芸分場

l 

発芽基質として用いた土壌の種類は国土(実験闘場の

表層より採取した腐植質にとむ砂壌士)，腐葉土(潤葉)，こ

れらを充分に水洗した水洗園土と水洗腐葉土，活性炭(吸

着剤として)，ピート・モスおよびパーミキユライトで，そ

れぞれペトリ皿l内に厚さ 5mm程度に入れて蒸溜水でし

めらせた後，この上に直接および漉紙1枚を敷いて矯樋

しt，:，o
土壌浸出液は各50grの土壌を 200msの蒸溜水で 4

時間浸出し， さらに洗械をくり返して 500msの浸出液

となした後蒸発濃縮して 100msとしたもので， これを

発芽基質とする試験区ではペトリ皿に議紙2枚を敷き，

各 10msずつ与えて播種した。

また，薬品溶液を発芽基質とする試験区でもこれに準

じた。なお，標準区は蒸溜水を与えたi1草紙上である。

土壌中に含まれる NO，の定量はフエノーJレヂサノレフ

ォン際法7)によった。

III. 結果と論議

1)土壇ならびにその浸出液が発芽に及ぼす影響

各種土壌およびその浸出液をそれぞれ発芽基質として

播種した結果をまとめて Table1に示した。

この結果，園土および腐葉土に直接播種した試験区で

はし、ずれも極めて高い発芽率 (96roおよび93%)がえら

れたが，これらの土壊を水洗して後用いると発芽率は著

しく低下し(水洗園土区で9%，水洗腐葉土区で、13%)，

また吸着剤として用いた活性炭区でも発芽率は甚だ低い

(4%)。

さらに，これらの各基質上にi慮紙を敷き，その上に播

種した結果は直接播種した各試験区における結果と全く

同様の傾向を示している。

BORRISI)は Vaccariapyramidataの種子では土壌の

吸着能によって発芽抑制物質が取除カ通れるために発芽促
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Table 1. Germination of dormant Balsam seeds on various kincls of soils 

and on五lterpapers moistenecl with soil extracls. 

Germination % uncler various conditions of planting 

Kinds of media |川r112frl Soil extracts 
Direct covermg s Fresh Boilecl 

Garden soil 96 96 95 97 

Garden soil washed 9 8 7 9 

Leaf mould 93 90 94 96 

Leaf mould washed 13 日 7 11 

Active carbon 4 2 3 3 

Control* H つ

* On五lterpaper moistened with distilled water. 

進されると説明し，さらに土壌以外の吸着剤でも同様の

効果があることを実験的に証明したが，ここでは土壌を

水洗するとその効果が激減すること，および活性炭では

全く効果が認められないことから，少なくとも土壌の吸

着能にもとずいて発芽促進されるものとは考えられな

い。むしろ，土壌中に含まれていて水に溶出し易い刺戟

物質の存在が関与しているものと予想される。

そこで，各土壌の浸出液を与えたi慮紙を発芽床として

播種を試みた結果，国土浸出液区と腐葉土浸出液区では

発芽率は極めて高く (95%および94%)，発芽促進効果が

顕著に認められるが，水洗園士浸出液区と水洗腐葉土浸

出液区では極めて低い発芽率(ともに 7%)を示すのみで，

活性炭浸出液区 (3%)とともになんら発芽促進効果が認

められない。

この傾向は浸出液を煮沸滅菌後与えても全く同様であ

って，土壌に直後播種した場合および土壌上に~草紙を敷

いて指種した場合と全く一致している。

これらの諸点から，発芽促進の原因がさきに予怨した

ように土壌の吸着能にもとずくものでないことは確実で

水に溶出し易い土壌中の有効物質が関与しているもの判

断される。しかも，この物質は微生物学的見地から考え

られる種類のものではなく，耐熱性の安定な化学物質で

あろうと推定される。

2) 化学処理による発芽促進

上述のJ世論にもとずき，土壌中に存在を子泊される有

効物質の種類についての陥示をうる目的で，種々の無機・

有機化合物の処理による発:茅促進効巣を検討した結果を

まとめて Table2に示した。

従来，種子発芽促進に有効な物質としては硝酸塩と

-SHの機能を有する物質との二つの型について広くそ

の効果が認められている引が， ここでも硝酸アンモニウ

Table 2. Effect of chemical treatment on 

the g巴rminationof c10rmant Bal. 
sam seeds. 

Chemicals Germination 
(0.2% solution) 

(%) 

Ammonium phosphate 26 

Ammonium nitrate 92 

Ammonium chloride 13 

Ammonium sulphate 20 

Ammonium oxalate 17 

Ammonium malonate 30 

Pottasium phosphate 20 

Pottasium nitrate 96 

Pottasium chloricle 3 

Pottasium sulphate 7 

Sodium phosphate 12 

Sodium sulphate 13 

Sodium acetate 16 

Sodium oxalate 10 

Calsium nitrate 79 

Urea 43 

Thiourea 50 

Tap water 52 

Control (Distilled water) 5 

ム，硝自主力リおよび硝酸カノレシウムなどの硝酸極処理区

で高い発芽率(92%，96%および79%)がえられており，

チオ尿素，井戸水とともに若干の発芽率向上(50%，40%

および52%)を示している。他方，ほかの塩類では処理

効果を認めがたい。
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3) 土壌浸出液におけるNO，の存在と

その発芽促進効果

これまでの結果から，土壌中に存在を予想される発芽

促進物質としての硝酸塩の存否ならびに含量がか，なり

大きな役割を果す可能性が考えられるので，まず各種土

壌についてその浸出液中における NO;-の存否と発芽率

Table 3. Presence of NO;-， pH values 

and germination % in various 

soil extracts. 

Soil extracts I~… I pH IG…従of NO;-I P"  I (%) 

Garden soil 十 6.0 97 

Garden soil washed 6.2 13 

Leaft mould 十 5.8 91 

Peat moss 4.4 11 

Vermiculite 6.8 8 

Tap water 十 6.8 53 

Distilled waler 6.8 4 

とを比較検討した(Table3)。

これによると，園土浸出液と腐葉土浸出液および井戸

水ではNO;-が検出され， 同時にその発芽率はそれぞれ

97%， 91%および 53%を示して，明らかに発芽促進効

果が認められるが，水洗園土やピート・モス，パーミキ

ュライトなどの浸出液ではNO;-が検出できず， またそ

の発芽率(13%，11%:および 8%)は極めて低くなってお

り，発芽促進効巣を認めがたい。

他方，浸出液の pHと発芽率との聞にはなんら関連性

が認められず， ここに示された発芽促進効果はNO;-の

存在におうところが大きいものと判断される。

しかしながら NO;-が検出された国土浸出液および

腐葉土浸出液と井戸水における各発芽率の問には，なお

かなりの差が認められるので，硝酸塩の含量の多少がそ

の効力の差をもたらす可能性の有無についてさらに検討

を加える必要がある。

そこで，各浸出液の硝酸塩濃度と発芽率との関係を調

べ，同時に硝酸カリ溶液を用いてその濃度と発芽率との

関係を確め，双方の結果を比較検討した。

Table 4. Relation l:etween NO;-concentration and germination % 

in soil extracts and in KN03 solution. 

ln soil extracts In KN03 solution 

Kinds of media Ic…川町 |Germinat1 c… 

(N01，) (%) (Mol，) (%) 

Garden soil A 2.6 X 10-2 

Garden soil B 2'5xlO-3 

Leaf mould 4.5xlO-3 

Tap water 4.0xlO-' 

Distilled water 。
結果は Table4に示したように，園士浸出液では 0.026

(図土A)-0.0025(園土B)モノレ，腐葉土浸出液で0.0045モ

ノレと NO;-含量が比較的多く，高い発芽率(100-98%)を

示しているが，井戸水では0.0004モノレで含量極めて少く

発芽率(64%)もかなり低下している。

一方，種子発芽促進に最も効果的な硝椴砲の濃度は，

その種類や植物の種類によって異る3)パ)，'0)， ll)が，この試

験における硝酸カリ溶液ではその濃度が 0.026-0.0025

モノレで最も顕著な効果(発芽率98-92%)を示し 0.0004-

0.0001モノレではその減退(発芽率 56-34%)が現われてお

り，さらに 0.00001モノレでは促進効果が認められない。

1.0xlO-' 86 

100 2.6x10-2 98 

98 2.5 X 10-3 92 

98 4.5x10-3 98 

64 4.0xlO-' 56 

1.0x 10-4 34 

1.0x 10-5 13 

11 

これらの結果を綜合すると，国土浸出液と腐葉土浸出

液では，その濃度がホウセンカの種子発芽を顕著に促進

するのに充分な量の硝酸塩を含んでおり，また井戸水の

中にも若干の促進効果をもたらすだけの硝酸塩を含んで

いることは確かである。

つまり，ホウセンカ休眠種子が土壌によって発芽促進

される理由は，土壌の吸着能にもとずくものではなく，

土壌中に存在する硝酸塩の作用にもとずくものであり，

しかもその濃度が有効濃度である場合に顕著な発芽促進

効果が認められるものと考えられる。
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IV. 摘 要

1) ホウセンカ休眠種子が土壌によって発芽促進され

る理由を追求した。

2) この発芽促進効果は闘土および腐葉土では顕著に

認められるが，これらを水洗すると効力が失なわれ，ま

たピート・モス，パーミキュライトおよひ征i性炭て、は認

められなし、。

3) 土壌を水洗すると効力が失なわれる反面土壌浸出

液でも同様の効力を示すことから，発芽促進理由は土壌

の吸着能による発芽抑制物質の除去によるものではなく

水にとけ易い促進物質の存在にもとずくものと判断さ

れる。

4) 土壌中に存在する発芽促進物質として硝酸抱の来

す役割が極めて大きく，その含量が効力の程度に深い関

係を有することは確かで，土壌浸出液の硝酸塩濃度が

0.026 -0.0025モノレ(閏土および腐葉土)では顕著な効果を

あらわすが， 0.0004モノレ(井戸水)でも若干の効果がみら

れる。

5) これらの諸点から，ホウセジカの休眠種子が土壌

によって発芽促進される理由は，土壌中に存在する硝酸

塩によってもたらされるものであり，しかもその効果の

程度はNO正の含量によって左右されるものと考えら

れる。
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Summary 

Generally， it has been considered that the acceler働

ation of germination of some dormant seeds planted 

in the soil are brought about by the removal of inhi-

biting substances held in seeds owing to the ab-

sorbability of soil or by the stimulation of some 

effective substances contained within the soil. 

In the present paper， experiments were conducted 

using Impatiens Balsamina as material to determine 

or otherwise clarify the causing factor of acceleration 

of germination brought about by the soil. 

(1) Graden soil and leaf mould were remarkably 

effective for the acceleration of germination， but 

washed soil， peat moss， vermiculite and aじtivecarbon 

were found to be ine丘ective. On the other hand， 

the extracts of garden soil and leaf mould were also 

effective， but the extracts of washed soil and peat 

moss， vermiculite， active carbon were ineffective. 

Thus， it may be considered that favorable e任ectsin 

this experiment were not brought about by the ab-

sorbability of soil but rather by some effective sub-

stances which were soluble in water and contained 

within the soil. 

(2) It was further shown that the e妊ectivesub-

stances were not microbes but were a chemical or 

chemicals because the e妊ectwas retained in boiled 

extracts as well as in fresh extracts. 

(3) It was shown in the present studies that th巴

acceleration of germination of dormant Balsam seeds 

was associated with the concentration of NO，' con・

tained within the soil. 


